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１．目　　　　　的

　わが国は，2014(平成26)年に「障害者の権利に関する

条約」を批准することになり，障がいのある方に対する

合理的配慮をしていくことがますます求められている。

特に，「障害者の権利に関する条約」第24条(障がいのあ

る児童生徒に対する教育)にあるように，一人ひとりに

応じた合理的配慮をしていく必要がある。そのためには，

より一層，児童生徒一人ひとりの状況把握，それにもと
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づく「個別の指導計画」の作成により，その充実を図っ

ていく必要があるといえる。

　これまでの障がいのある児童に対する体育指導にお

ける先行研究をJ-stageやCiNiiで2008(平成20)年から

2018(平成30)年までの10年間の論文より調べてみると，

齊藤(2008)，村上(2014)，梅澤(2015)，池田・安藤(2017)，

水内・青山・山西(2018)のものがあった。

　齊藤(2008，80-81)は，Ａ県公立小学校へのアンケー

ト調査で障がいのある児童への体育科指導の現状を「１)
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要　　　　　旨

　本研究は，バレーボール指導者へのインタビューより，特別な配慮が必要な児童生徒への体育指導のあり方を検討し

た。

　2019(平成31)年２月中旬に，体育指導の専門家１名に対してインタビューを行った。まず，「各学年に合わせてどの

ような体育指導を行おうと思っているか」，そして，「特別な配慮を必要とする児童生徒に対してどのような体育指導を

行おうと思っているか」など，自由に語ってもらうこととした。もし可能であれば，個人情報に抵触しない範囲で経験

にもとづいて教えてほしいことも伝えた。インタビュー内容から，協力者の思いを抽出してまとめ，インタビュー協力

者が「特別な配慮が必要な児童生徒に対する体育指導」をどのように考えているのかを検討していった。インタビュー

にもとづいてまとめた内容については，執筆者３名で検討を重ねるとともに，インタビュー協力者に一読を賜り，協力

者の指導観であることを確認してもらった。インタビューの趣旨について口頭で説明し，了解を得た後にインタビュー

を開始した。内容の集約ができたのちに，インタビュー協力者に内容を確認してもらった。原稿が仕上がったのちに一

読してもらい，公表の了承を得た。

　検討の結果，「聴覚障がいのある児童生徒への指導の場合」，「発達障がいのある児童生徒への指導の場合」，また，「低

学年の児童生徒への指導の場合」，「児童生徒へのバレーボール指導を通しての指導観」について見出すことができた。

これらのことから，特別な配慮が必要な児童生徒への体育指導には，触れてみる，動作を見て学ぶという，触覚や視覚

という感覚を重視した指導が必要であることが把握できた。
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障がいのある児童の体育授業は，通常の学級で参加して

いることが示された。特に，運動会などのスポーツ行事

では，全ての児童が何らかの形で参加していた。／２)

体育授業で実施されている運動の内容は，小学校学習指

導要領に準じており，陸上運動，基本の運動，体つくり

運動，器械運動，ゲームの実施率が高いことが示され

た。／３)通常の学級で一緒に行う体育授業のメリット

は，他者の理解が多かった／４)～６)略」と述べている。

このことから，教師は障がいのある児童生徒が通常学級

へ参加できるようにその状況に応じた対応をしていると

考えることができる。教師は，一人ひとりの状況につい

て考えていくことで，それぞれの障がいに対して配慮し

た教育を行うことができるようにする必要がある。

　それぞれの障がいに対して合理的に配慮した教育を行

うための先行研究に，村上(2014)と池田・安藤(2017)の

ものがあった。村上(2014，81)は，自閉症スペクトラム

障がいのある児童に対する運動指導について取り上げ，

「部分的な動作への過剰な意識を軽減させるような指導

内容を考えていくことが必要な視点の一つ」と考えてい

た。そして，池田，安藤(2017)は，小学校通常学級に在

籍する脳性まひ児に関わる教師２名が協働するための

「個別の指導計画」のあり方について検討している。池

田・安藤(2017，211)は，一人の脳性まひ児の担任の体

育の場面について，「参加できる種目(走の運動遊びに関

わること，ボールゲーム等)はあるが，できない活動(跳

の運動遊び)も多く，その際は見学になってしまう。現

在は，保護者がついていて，体操やストレッチを補助し

ながら行っているが，保護者の負担が大きく困っている」

と把握し，活動のあり方を考える必要があるとの課題を

示した。このことから，「個別の指導計画」の作成をす

ることにより，「本人もこれまで苦手としていた運動に

対して意欲的になり，様々なスポーツに積極的に参加し

ている様子が見られるようになった」と述べている(池

田，安藤　2017　216)。また，水内・青山・山西(2018)

は，特別支援学校における中学部の知的障がいのある１

から３年生を対象とした調査から，体育科「立ち幅跳び」

の授業でICT(情報コミュニケーション技術)活用が有用

と述べている。これらのことからも，一人ひとりの状況

について考えていくのであれば，体育指導者は，それぞ

れの障がいに対して配慮した教育を行うことができるよ

うにする必要があるといえる。

　その他，梅澤(2015，12)は，「学校体育においては，教師，

クラス/チームメイトのスポーツ/運動世界への『憧れに

憧れる』ことと，憧れに対する専心・受容，承認・応答

によるケアリング関係の構築が必要となる」と述べ，体

育指導においては，教師と児童生徒のお互いの信頼関係

が特に必要である。そのためには，教師が障がいのある

児童生徒に対してどのような合理的配慮が必要かを考え

た上で，「個別の指導計画」を作成する必要があると考

える。それには，まず，体育指導を専門とする指導者か

ら，障がいのある児童生徒に対する体育指導のあり方に

ついて指導・助言をもらう必要がある。また，それぞれ

の障がいに対しての配慮を考える必要がある。

　そこで，本研究では，発達障がいのある児童に対する

体育指導のあり方を，体育指導の専門家(専門：バレー

ボール)１名に対してインタビューを行い，把握するこ

ととした。

Ⅱ．方　　　　　法

１．インタビュー協力者

　2019(平成31)年２月中旬に，体育指導の専門家(専門：

バレーボール，指導歴:約20年)１名に対して30分程度の

インタビューを行った。まず，「各学年に合わせてどの

ような体育指導を行おうと思っているか」，そして，「特

別な配慮を必要とする児童生徒に対してどのような体育

指導を行おうと思っているか」など，自由に語ってもら

うこととした。もし可能であれば，個人情報に抵触しな

い範囲で経験にもとづいて教えてほしいことも伝えた。

２．内容の分類整理

　分類整理については，KJ法(川喜田，1970)を参考にし

て行った。インタビュー内容から，協力者の思いを抽出

してまとめ，インタビュー協力者が「特別な配慮が必要

な児童生徒に対する体育指導」をどのように考えている

のかを検討していった。

３．内容の妥当性

　インタビューにもとづいてまとめた内容については，

執筆者３名で検討を重ねるとともに，インタビュー協力
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者に一読を賜り，協力者の指導観であることを確認して

もらった。

４．倫理的配慮

　インタビューの趣旨について口頭で説明し，了解を得

た後にインタビューを開始した。インタビュー内容の集

約ができたのちに，インタビュー協力者に内容を確認し

てもらった。原稿が仕上がったのちに一読してもらい了

承を得た。

Ⅲ．結 果 と 考 察

　インタビュー内容を分類整理したところ，聴覚障がい

のある児童生徒への指導の場合，発達障がいのある児童

生徒への指導の場合，また，低学年の児童生徒への指導

の場合，児童生徒へのバレーボール指導を通しての指導

観について見出すことができた。

（１）聴覚障がいのある児童生徒へのバレーボール指導

について	

　聴覚障がいのある児童生徒へのバレーボール指導につ

いて分類整理すると，(表１)のようにまとめることがで

きた。

　(表１)より，聴覚障がいのある児童生徒に対して，体

育指導者がバレーボールの指導をする中で心がけている

ことは，視覚を中心にした指導，つまり，動作見本を示

すことに重点を置いた指導であることがわかる。よって，

実際の指導の場面では，身振りと手ぶりで伝えたり，ボー

ルをみながら相手の動きを気にするように伝えたり，で

きてない時は，悪い動作例と良い動作例の両方を示した

りしている。指導者がどうして失敗するのかのモデルを

示したことで，児童生徒は理解する姿勢を高めた。それ

と同時に，仲間とぶつからないように相手の動きをよく

見るようになった。このことから，体育指導者は，聴覚

障がいのある児童生徒に対しては，動作をみせることに

より理解を深めることに努めていることがわかる。

（２）発達障がいのある児童生徒へのバレーボール指導

について	

　発達障がいのある児童生徒へのバレーボール指導につ

いて分類整理すると，(表２)のようにまとめることがで

きた。

（表１）聴覚障がいのある児童生徒へのバレーボール指導

抽出内容の集約 インタビュー抽出内容

心がけていること

視覚を中心にした指導

動作見本を示すことに重点を置い

た指導

指導方法

身振りと手ぶりで伝えた

ボールをみながら相手の動きを気

にするように伝えた

できてない時は，悪い動作例と良

い動作例の両方を示した

指導の結果

どうして失敗するのかのモデルを

示したことで理解する姿勢を高め

た

仲間とぶつからないように相手の

動きをよく見るようになった

（表２）発達障がいのある児童生徒へのバレーボール指導

抽出内容の集約 インタビュー抽出内容

心がけていること

一人ひとりに合った指導

一人ひとりに応じたものの伝え方

技術の高まりは本人のやる気次第

であるので関心を持ってくれる状

況を見出していく

指導方法

動作を一つずつ伝える

動作を示す

動作をみせて伝える

レシーブの形を口頭説明の他に動

作見本を見せる

必要な動作を把握できるまで伝え

る

感触を把握するためボールを触っ

てみる

共に動作をする中でどのように感

じているかを聞く

できたらほめて認める

練習する姿を評価する
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　(表２)より，発達障がいのある児童生徒に対して，体

育指導者がバレーボール指導をする中で心がけているこ

とは，一人ひとりに合った指導を考え，一人ひとりに応

じたものの伝え方をするということである。技術の高ま

りは本人のやる気次第であるので関心を持ってくれる状

況を見出していくことを心がけていることがわかる。

　よって，実際の指導場面では，動作を一つずつ伝える

ことで動作を示すことから始めている。動作をみせて伝

える，具体的には，レシーブの形を口頭説明の他に動作

見本を見せることで，必要な動作を把握できるまで伝え

るようにしている。また，感触を把握するためにボール

を触ってみるように働きかけている。指導者が児童生徒

と共に動作をする中でどのように感じているかを聞くよ

うにしている。できたらほめて認めることで，練習する

姿を評価するようにしている。

　このような指導から，動作を一つずつ見せて伝えるこ

とで児童生徒の集中力が高まった。具体的には，聞く姿

勢ができ，どの動作をすればいいのか把握できるように

なった。指導者の動作を見ることで動作理解が深まった

といえる。動作を見せることで児童生徒の理解力が高

まったことがわかる。３回くらい動作をみせるとできる

ようになったと指導者が考えていることからも，指導者

は，動作見本を見せること，つまり，視覚に視点をあて

た指導をすることが重要であると考えていることがわか

る。児童生徒は，自分自身が出来るようになると自分か

ら練習をするようになった，それにより，次の技術修得

へ学びの意欲が深まり，出来るようになると真剣に競技

に参加するようになったことがわかる。発達障がいのあ

る児童生徒への指導の場合，課題の取り組みへの動機づ

けとして，動作見本を見せるという視覚的視点を取り入

れることに重点をおいて指導をしていることがわかる。

（３）小学校低学年へのバレーボール指導

　小学校低学年へのバレーボール指導について分類整理

すると，(表３)のようにまとめることができた。

　(表３)より，小学校低学年に対する指導で指導者が心

がけていることは，身体状況に応じた動作を伝えること，

また，バレーボールが楽しいと思えないと競技に関心が

持てないので，ボールに触れて楽しめる指導を心がけて

いることがわかる。

　よって，小学校低学年の場合は，指導の目標として，

ボールに触ってみて感触を知ることから始め，競技が好

きになる，競技に関心をもつことを考えている。触覚に

重点を置いた取り組みから始めようとしていることがわ

かる。それは，指導方法において，ボールに慣れること

指導の結果

動作を一つずつ見せて伝えること

で集中力が高まった

聞く姿勢ができた

どの動作をすればいいのか把握で

きた

指導者の動作を見ることで動作理

解が深まった

動作を見せることで児童生徒の理

解力が高まった

3回くらい動作をみせるとできる

ようになった

出来るようになると自分から練習

をするようになった

次の技術修得へ学びの意欲が深

まった

出来るようになると真剣に競技に

参加するようになった

（表３）小学校低学年へのバレーボール指導

抽出内容の集約 インタビュー抽出内容

心がけていること
身体状況に合った指導

ボールに触れて楽しめる指導

指導目標

ボールに触ってみて感触を知る

競技が好きになる

競技に関心をもつ

指導方法

ボールに慣れることから始める

自分たちで楽しく遊ぶような時間

をつくる

１メートルくらいの距離で相手が

受け取れるようにボールを返して

みる

相手が受け取れる強さでボールを

返せるようにする
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から始める，自分たちで楽しく遊ぶような時間をつくる

ようにしていることからもわかる。また，１メートルく

らいの距離で相手が受け取れるようにボールを返してみ

ることで他者と関わり，集団での競技であることを体験

できるようにしている。また，ボールの受け渡しが，確

実に相手にできるようにするために相手が受け取れる強

さでボールを返せるように働きかけている。このことか

ら，小学校低学年への指導においては，ボールの感触を

知り，自分以外の他者とのやりとりの中で他者との関わ

り方を学んでいくようなきっかけをつくっていくように

していることがわかる。

（４）児童生徒へのバレーボール指導を通しての指導観

　特別な配慮をする必要のある児童生徒への体育指導に

ついてインタビューする中で，小学校低学年に対するバ

レーボール指導を聞くことができたため，バレーボール

に対する指導観について質問し，それにもとづく回答を

検討すると(表４)のようにまとめることができた。 　(表４)より，児童生徒へのバレーボール指導に対する

指導者の指導観については，まず，バレーボールとはど

のようなスポーツであるかについての回答を得ることが

できた。バレーボールとは，ボール，味方，相手方を気

にしながら行うスポーツである，つまり，仲間と協力し

て試合をする競技であるということである。また，開始

年齢は，小学校高学年から中学生が多いということで

あった。

　指導目標は，第１に相手のことを考えながら自分がど

のようにふるまうかを考えられるようにする，第２に自

分に必要なことを把握できるようにする，第３に自分で

考えて行動できるようにする，第４に児童生徒が充実感

を得られるようにするということであった。

心がけていることは，身体状況にあった指導，“できた”

と思える指導，自分自身のできることを理解するように

指導，楽しめる指導であった。

　指導内容は，基本的動作(オーバーパス・レシーブ)の

見本を見せる，できるところを伸ばしていく，自分ので

きることを精いっぱいできるようにする，うまくできな

い動作があったら見本を見せて伝える，できていること

を伝える，できたところを伝えた後に必要なことを伝え

る，何をすればいいのかイメージできるようにするで

あった。

（表４）児童生徒へのバレーボール指導を通しての指導観

抽出内容の集約 インタビュー抽出内容

バレーボールとは

ボール，味方，相手方を気にしな

がら行うスポーツである

仲間と協力して試合をする競技で

ある

小学校高学年から中学生で始める

ことが多い

指導目標

相手のことを考えながら自分がど

のようにふるまうかを考えられる

ようにする

自分に必要なことを把握できるよ

うにする

自分で考えて行動できるようにす

る

児童生徒が充実感を得られるよう

にする

心がけていること

身体状況にあった指導

“できた”と思える指導

自分自身のできることを理解する

ように指導

心がけていること 楽しめる指導

指導内容

基本的動作(オーバーパス・レシー

ブ)の見本を見せる

できるところを伸ばしていく

自分のできることを精いっぱいで

きるようにする

うまくできない動作があったら見

本を見せて伝える

できていることを伝える

できたところを伝えた後に必要な

ことを伝える

何をすればいいのかイメージでき

るようにする

指導の結果

動作をまねることができる

一つの課題ができて発展させるこ

とができる
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　以上の様な指導により，児童生徒は，動作をまねるこ

とができる，一つの課題ができて発展させることができ

る，ということであった。

Ⅳ．総　合　考　察

　本研究は，バレーボール指導者へのインタビューより，

特別な配慮が必要な児童生徒への体育指導のあり方を検

討した。

その結果，「聴覚障がいのある児童生徒への指導の場合」，

「発達障がいのある児童生徒への指導の場合」，また，「低

学年の児童生徒への指導の場合」，「児童生徒へのバレー

ボール指導を通しての指導観」について見出すことがで

きた。

　以上のことから，指導者として心がけていることは，

児童生徒の成長発達の状況は一人ひとり異なるので，一

人ひとりの身体状況に応じてできることを考えていくと

いうことである。このことは，「児童の権利に関する条約」

にある特別な配慮を必要とする児童生徒に対する合理的

配慮と考えることができる。

　本研究におけるインタビューでの聴覚障がいのある児

童生徒，発達障がいのある児童生徒，小学校低学年の児

童に対する配慮については，このいずれにおいても，一

人ひとりの身体状況に応じた指導の重要性を述べている

ことから，体育指導においては，児童生徒一人ひとりの

身体状況を把握した上での指導を行うことが大切である

と把握することができる。特に，バレーボールは仲間と

協力して試合をする競技であるため，ボール，他者の存

在を把握するように動作見本を見せることが重要である

ことを述べている。

　そして，指導目標として挙げていることは，ボールを

触ってみて感触を楽しむ，動作見本を見ることで動作を

学ぶ，動作を自分で表現してみる，動作ができたら評価

する，というような，触覚，視覚に働きかけて，実際に

手足を動かしてみてバレーボールを学ぶように働きかけ

ていることがわかる。

　聴覚障がいのある児童生徒に対しての指導では，視覚

を重視した指導を行うことに重点をおいている。バレー

ボールの指導をする中では，オーバーパスやレシーブの

方法を理解し，実際にできることがまず基本となるので，

動作見本を見せることになる。このように考えると，視

覚に重点を置いて指導をしていくことが，バレーボール

の競技充実の基本になるといえる。

　そして，発達障がいのある児童生徒に対しての指導で

は，口頭説明をして動作見本を見せることで子どもがバ

レーボールに関心をもつように努めている。ここからも，

バレーボールは視覚に重点を置いた指導をし，それにも

とづいて児童生徒が動作をすることで学びを深めていく

ということがわかる。

また，小学校低学年に対しては，ボールに触ってみて感

触をつかむ，相手にボールを渡すことで相手の存在を把

握する，見る，という指導を取り入れている。

　指導者の指導観が，「基本的動作(オーバーパス・レシー

ブ)の見本を見せる」，「うまくできない動作があったら

見本を見せて伝える」ことで，「何をすればいいのかイ

メージできるようにする」ということからも，体育の動

作，今回の場合ではバレーボール競技の動作を学ぶには，

動作を見ることが重要であると考えることができる。

　これらのことを考えると，岡﨑・小野(2018)が音楽の

分野で述べるような感覚機能の促進が子どもの発達につ

ながるということは，体育指導において実施する，視覚，

聴覚，触覚，手足の動きなどの感覚に働きかけることは，

技術の修得のみならず児童生徒の感覚機能を促進させる

ことになり，その成長発達につながると考える。このよ

うに考えると，音楽，体育という表現領域において，感

覚機能を重視したどのような指導が子どもの発達に望ま

しい影響を与えるのかを考えることがますます必要にな

る。

　よって，今後の研究においては，体育指導においては，

児童生徒が体育に関心をもつこと，技術的な発達をもた

らすことには，児童生徒の感覚にどのようにして働きか

けることが効果的であるのかについて考えていく必要が

あるといえる。
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